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第
十.
怨

(

三
九
六)

.
雜

錄

英

阈

社

#
運
動
史
に
就
て

«

別
ぶ
#.

す
る
こ
と
を
知.
る
。
各
個
人
を
自
tt
l

に
行
動 

せ
し
む
る
事
に
侬
.て
必
然
的
に
社
會
の
共
同
自
的
比
到 

達
：し
#

可
しV

J

は
信
ず
る
能
は
ぎ
る
所
な
b

。
共
同
の 

目
的
は
社
會
そ
;0
*
が
組
織
的
に
之
に
向
て
努
カ
す
る 

こ
i

依
0

での
：：

み

到

達

ず

る
*

を
得
可
し
。
文
明
生 

活
の
或
最
小
限
度
の
保
障
は
社
龠
共
同
の
責
任
な
4

。

而
し
て
國
家
又
は
公
共
圈
體
に
依
る
此
責
任
の
負
擔
ば 

決
し
て
勸
勉
な
る
«

人
と
«>
«

な
る
個
人
ミ
の
、差
別
を 

消
滅
せ
し
む
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
唯
前
ょ
り
も
高
S

水 

準
上
に
於
て
之
を
#
續
せ
し
む

る

の

み

。
.又
吾
人
は
㈱ 

に
國
家
の
T -
涉
と
相
並
ん.
で
常
に
饪
®

■

合
の
«

■
せ 

る
實
例
を
市
營
事
敷v

j

消
费
組
合
、
エ
場
法
ビ
職
±
«

合
、救
貧
法
と
共
濟
組
合
の
場
合
に
於
て
見
ぬ
ぅ
。國
家 

の
積
極
的
射
動
は
決
し
て
之
が
補
充
と
しV

又
補
助
ビ 

し
，て
任
.意
組
合
の
發
逄
す
る
を
妨
ぐ
る
も
の
忙
非
ず
。
 

而
し
て.
ニ
十
世
紀
の
國
家
は
國
说
£
對
し
て
大
な
る
義 

務
を
負
擔
す
る.
ビ
同
時.
に
.祉
會
は
個
人
に
對
し
ー
て
舊
時 

の
人
の
知
ら
ざ
る
新
し
き
義
務
を
課
レ
つ.
、
あ
り
。
今

七
八
；
.

■

や
市
民
は
其
家
放
の
健
康
を
維
#

す
る
の
義
務
あ
6

、 

子
女
を
定
刻
に
，登
校
せ
し
む
る
の
義
務
あ
&

、
住
^
の 

淸
潔
を.
保
：つ
義
務
あ
，り
、
疾
病
時
に
際
し
：て
は
病
院
に 

就
令
^

醫
療
を
受
く
る.
.
の
義
務
あ
b

。
有
ゆ
る
方
商
に 

於
て
個
人
は
凡
頁
の
新
1>
き
義
務.
に.
逄
着
し
、
而
し
て 

祉
會
は
宵
般
の
施
課
に
«
て
*

8

の
履
行
を
可
能
な 

ら
し
め
且
つ
之
を
强.
要
ず
o

而
bV

.

此
.義
務
の
瓞
擔
は 

結
來
に.
於
て
個
人
の
能
カ
を
高
め_

人
發
展
：.の
機
會
を 

次
な
ら
し
：む
。
..一
言
忆
し
て
云
.へ
ば
過
去
七
十
五
年
間 

集
產
主
義
を
成
長
せ
し
む
る
‘>  

5」

は
依
て
法
，#
は
實
に 

自_

の
取
な
：り

き

。

.(

.
完)

'

亨f卿歌: 取蹲; …供，一

I' '
砂.....、 . '  : ...'ぐ....'..'.パ .，"… .'.',...--. 
ぐ , — •ゾ ' ,

<  ■ ， '

獨
逸
爲
替
相
場
低
落
の
原
因

(

下)

.

小
林
武
男

. 

.'•
;
•
' 

. 

'

一
、
獨
逸
：

-L

は

姐

貨

膨

M

の
^
^
め
リ
や
：
：
：
其
疑
か
蓓 

す
ベ
さ
理
出
.
 

•

ニ
、
金
の
移
脑
制
限
さ
れ
た
る
掛
合
1:
於
け
る
國
際
1|
!1
の
決
濟
： 

，開
戰
當.

I :
於
け
る
英
米
爲
靜
相
锻
：•

：.1

九
一
五
年
に
於 

け
石
挑
米
爲
嵆
相
檄

三
、
樹
逸
爲
赞
相
礙
の
.低
蒗
：
：
：
獨
逸
の
米
國
1
1對
す
る
支
拂

勘
足...........

-

米M

の
獨
逸
I :
對
す
る
支
^̂
^
.

—

*獨
逸
の
米
獨

國
際
贷
借
上
|:
於
け
"

順
調(

以
上
前
钺〕

四
、
獨
逸
の
其
他
中
立
國u

對
す
る
闽
際
贷
借
上
の
述
調-::

-

獨
逸
の
對
屮
立
國
決
濟
の
鈕
背
か
介
し
て
行
は
る
邬
は
揭
鬼
相
場
か 

吹
#
乜
リ
.
.
•
ス
ヵ
ソ
チ
ナ
'ヴ
ィ
.ア
爲
截
相
傲
の
：騰
货
と
典
調
節

。

四 

•  

. 

獨
逸
の
米
國
ビ
の
貨
借
關
係
が
獨
逸
に
有
刺
な
る
狀 

態
に
在
る
こ
e

は
前
節
に
*
說
せ
る
所
の
如
く
な
る 

が
、
北
隣
接
中
立
« .
ビ
の
關
係
に
於
て
和
®

、
丁
抹
"

な

瑞
W

、
瑞
典
"

S
i

威
の
何
れ
の
國
に
對
し
て
國
隙
贷
借

は
獨
逸
：に
逆
調.
を
呈
せ
り
。
但
塊
匈
國V

J.
の
貸
借
關
係 

は
獨
逸
に
有
利
な
る
は
勿
論
な
り
ビ
す
。
獨
逸V

J

他
中 

立
國V

J

の
賀
易
は
依
然
と
し
て
行
は
れ
、
獨
逸
は
此
等 

の
國
ょ
り
多
額
の
輸
入
を
な
すV

J

同
時
に
此
等
の
國
じ. 

對
し
て
も
相
當
の
，輸
出
を
な
す
も
、
觸
逸
轍
入
额
は
其 

輸
出
额
を
超
過
す.
る
こ
と
遙
に
^ -
に
、
而
か
も
其
輸
入 

超
過
額
を
獨
逸
人
の
外
國
ヘ
提
供
す
る
勞
務
又
は
有
惯 

證
券
の
寶
却
に
依
つ
て
決
濟
す
る
の
途
R .
出
で
ざ
る
な 

b

。
固
ょ
妃
獨
逸
ビ
各
十
立
國
と
の
問
の
質
易
额
が
幾 

|

何
額
に
達
す
る
や
米
國
に
於
て
は
容
爲
に
命
る
を
得 

一
ず
。
蓋
し
中
立
國
に
し
て
も
又
獨
逸
に
し
て
も
典
贸
易 

額
を
被
表
す
る
は
英
國
の
獨
逸
封
錙
を
益
々
嚴

ff
i

な
ら 

し
む
る
の.
結
架
を
來
す
を
知
れ
ば
な
り
。
且
英
國
の
檢 

閱
官
は
獨
逸
0

貿
易
於
何
れ
0

國
匕
の
關
係
に
於
て
も 

全
然
杜
絕
S

れ
あ
り
於
の
虛
僞
を
米
國
E

を
し
て
信
甘 

し
め
ん
ぐ
し
す
る
に
急
な
る
も
他
方
に
英
國
の
翻
鎖
政
策 

は
殊
a i
に
米
|«
の

刺
益
に
反
し
て
畆
別
的
取
扱
を
な

1

の«

實
'&
暴
«

ずるを獄せ'
ざ
れ
ば
然
し
實
際
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一

卷

(

三
九
七

)

雜

錄
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逸
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勒
低
落
の
股
問 

第三誠七九



第
十
一
饴(

三
九
八〕

雜
錄
獨
逸
爲
夥
相
揚
低
落
の
股S

に
於.
て
米
國
•
の
獨
逸
に
對
す
る
輸
出
を
禁
II
:
し
な
が
ら 

ス
ヵ
ン
チ
ナ
グ
ィ
ァ_
、和
1 !
、'
瑞
西
等
の
諸
國
の
對
獨
贸 

具
ゆ
殆
ん
ど
自
曲
に
行
は
れ
つ
，
あ
り
。
さ
れ
ば
«
詳 

細
な
る
數
字
は
至
り
て
は
戰
後
に
あ
&
ざ
れ
ば
知
悉
す 

る
能
は
ざ
る
も
、
日
々
新
聞
紙
の
所
«

に
«
れ
ば
獨
逸 

と
中
立
國
ビ
の
間
の
賀
易
は
却
々
盛
ん
に
行
は
れ
つ
V
 

j  

あ
る
を
知
る
。
而
し
て
其
結
果
獅
逸
は
多
額
の
樹
入
超 

過
を
來
し
其
差
额
を
決
濟
せ
ざ
る
べ
が
ら
ざ
る
の
地
位 

に
立
つY

く
、
其
入
趑
顧
に
就
て
は
今
之
を
詳
知
す
る 

を

得
ず

と

雖
.も

恐
ら

く

數
億

典

を

下

ら

ざ

る

ベ

し

。

平
時
に
於
て
は
獨
逸
は
自
國
鈒
行
宛
の
手
形
又
は
外|  

國

貨

幣

に

て

表

は

^
，
れ
た
る
送

金

乎

形

を

以

V
輸
入
品 

の
決
濟
を
な
し
來
れ
り
。
然
厶
に
戰
荦
以
來
馮
克
相
場 

の
變
動
常
な
ら
‘ざ
る
爲
め
"
獨
逸
に
對
ず
る
外
國
の
輸
一 

出
商
は
爲
稃
の
變
動
ょ
ぅ
生
ず
る
危
險
を
避
け
ん
と
しI  

て
、
谷
自
國
貨
幣
を
以
て
す
る
支
拂
を
擇
ぶ
に
茧
る
べ 

き
は
當
然
の

こ

VJ
.
、

い
ふ
ベ

く

、

從

つ

て

獨
逸
は
其
輸 

入
代
金
の
決
濟
に
就
き
ギ
ル
ダ
I
、

法
、
ク
ロ ー

ネ
貨

0

0

 

'
八0

に
於
て
送
金
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
マ
し
、
な
る
。
而
し 

て
獨
逸
は
次
'の
如
き
方
法U

於

て

此

等

外!®
貨
胳
を
調 

達
す
'

(
1

)

獨
逸
商
品
の
輸
出
然
れ
ざ
も
戰
亂
の
爲
め
產 

業
衰
微
の
狀
態
'に
在
れ
ば
輸
出
額
固
ょ
b

戰
前
の
如 

く
大
な
る
能
ば
ず
P 

(

一T
)

獨
逸
は
戰
前
に
於
て
は
船
舶
の
運
賃
、保
險
料
、 

手
數
料
等
の
勤
勞
ょ
b.

多
額
の
收
入
を
得
、
又
海
外 

’

投
資
ょ
り
生
中
る
利
子
に
侬
6

て
輸
入
品
に
對
す
る 

決
濟
を
完
了
せ

し

も

- ®
#

の

爲
め
此
等
の
收
入
は
著 

し
く
減
少
を
來
せ
り
。

(

H)

外
國
證
券
の
賣
却
和
蘭
及
瑞
附
に
於
て
は
獨 

逸
入
所
有
の
外
國
證
券
は
開
戰
以
來
相
當
賣
却
せ
ら 

れ
たb

v
j

雖
も
、
元
：來
獨
逸
人
所
有
の
證
券
は
大
部 

分
聯
合
國
侧
に
押
收
せ
ら
れ

あ

る

の

み
な
ら
ず
、
其 

他
の
物
と
雖
も
今
日
に
於
て
は
價
格
低
«

せ
る

爲 

め
、
非
常
の
損
失
を
見
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
責
却
困
雛 

な
ぅ
。
且
和
11
.は
«

前
に
於
て
も
獨
逸
に
對
し
て
偾

沙̂; ^

.
務
阈
に
あ
ら
ず
、
又
瑞
W

ビ
雖
，

P

獨
逸
資
本
を
輸
入
.
.(

五)

‘.

外
債
0:
募

橥
.

獨
逸
は
聯
合
諸
國
の
な
：せ
る
如
：

せ
^ :
こ
ビ
僅
少
の
额
に.
過
ぎ
ざ
れ
ぼ
、
勢
ひ
他
國
の. 

有
偕
證
务
を
喪
却
ぜ
ざ
る
.ペ

か
ら

ざ
る

に

、

此
等
兩 

國
典
に
資
^

E

場
の
資
为
大
な
ら
ず
其
證
券
の
消
化 

力
に
K

自
4

限
あ
り
。
故
に
此
方
法
に
依
.る
爲
替
資 

金
の
満
達
亦
容
易
な
6

ず
。

(

四
¥

金
：の
現
送
：
戰
1

纖
逸
ば
或
る
特
殊
0

場
合 

'金
の..
現
送
k.

侬
つ
て
«

借
の
決
濟
を.
な
U

た
が
し 

■
も
、
一
兀
來f

 
:は
金
產
出
國
に
あ.
ら
ざ
れ
ば
今
#-
-
戰 

し
^

國
際
貨
借
益
々
逆
調
を
呈
す
る
限
り
、 

常
に
、金
の
^

遂
を
な
丈
能
ぼ
ざ
る
は
勿
論
な
b

?
獨 

.逸
の
免
準
備
高
は
從
來
絨
幣
發
行
高
の
三
分
の
一
以 

上

を

示

せ

方

、

.

而
し
だ«
<

迄

此

三

分一 .'

準
備
法
を
：
 

»

徹
ぜ
ん
せ
す_
れ
ば
、
«

^

帝

國
«:
«

の
金
準
備
に 

L.

V
六
«

#

以
下
权
減
ず
る
乙
マ
し
あ
^
' v

j

す
れ
ば
.、
 

,
.'
紙
#

の.
鞔
狩
高
墙
之
に
應
乜
'て
1
1:
ー：倍
の
1

を
.見
ざ 

る
べ
か
ら
す
。(

8

而
か
も
»

逸.
5
民
の
商
取
引
は 

同
時
；に
減̂
す
る
に.
至
る
を
免
れ
、ざ
る
べ
む
。

ぐ
外
國
に
於
て
'公
僙
钇
慕
集
す
す
る
乏e
を
得
：ベ
き
ば 

勿
論
に
じ
セ
、.

實
際
：に
於
：

V

獨
逸
ば
、
' 或
程
度
迄
銀 
.

行
信
用
の
形
式
を
以
て
外
國
に

：

倩
用
を
.設

定

：じ

た
.
 

4
0 

.然
れ
ど
も
t

ょ

霄

ヘ
.ぼ
獅
逸
ば
對
外
^

# 

相
：：

場
低
藤
す
る
ふ
、
之
を
*
持
ず
る
爲
め
に
多
铖
の
ノ 

外
債
を
慕
集
ず
る
め
不
利
な
る
を
觀
取
し
て
、
資

本

，
 

の
.損
丧
を
以
：て‘所
得
0

損
失
の
勝
れ
る
忙
如
か
ず
と 

倣
し
た
.る

垆

如

し

。
：
へ

.

誅
、
■
逸
帝
_
銀
狞
も
佛
聪
西
銀
行
が
外
國
：

1
,

於
け
ゐ
信
用
維
持
の 

'
爲
め
共
金
準
備
の
，r

部
^

外
國
銀.行

！：

1瑣

.談

し

た

る

の

例

U
傚

ひ

在
S

業

！

の|

-<
|

零

は

勿

論.  

以

上

述4

れ
る
如
ぐ
*

逸
0

各

中

立

國

：に

對

す

る

爲 

替
決
濟
i

:

の
調
達
容
易
な
ら
ざ
6

し
か
ば
、
獨

逸

の
■
 

中
立
國
例
へ
ば

:̂
力
^

チ
チ
次
.：
ィ 

倩
權
は
其
ス
力
ン
力
^

ダ.
ィK

iiA

ベ
る
滿
期.
に
：達
甘. 

る
偾
務
よ
り
も
遙
に
少
额
に
し
て
、
其
結
裉
ス
カ
ン
チ 

ナ
グ
ィ
ア
货
は
獨
貨
に
對
し
て
打
步
を
生
ず
る
に
至
る
。

笫
十i

f

&
1
九
九〕

'-

雜.
' 

華
獨
逸
馨
置
低
落
Q
M

因
'

# ;
三̂

八

や、

:r.

I

I

I



纸
十
一
翁
s
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.

雜

錄靈爲發相

#

低
落
，の
职
因

 

第

三

敬

ノ

ニ

故
に
伯
林
に
於
て
も
又
コ
ぺ
ン
ク
ー
ゲ
ン
に
於
て
も
、

ス
力
ン
チ
ナ
グ
ィ
ア
貨
を
K

は
ん
ミ
す
る
獨
■逸
飯
行
は 

非
常
：̂
不
利
の
地
位
に
立
た
ざ
る
ベ
か
も
ざ
る
こ
？
、 

な
る
。
蘇
に
於
て
か
獨
逸
銀
.行
は
竽
を
伸
ば
し
て
此
等 

ス
：カ
ン
チ
ナ.
グ
ィ
ア
货
の
賣
出
さ
る
！s'
所
ば
何
れ
を
も 

漁
名
之
が
買
集
め
に
努
む
る
々」

同
時
に
、
他
方
に
於
て

は
，コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
又
は
ア
ム
ス
-グ
ル
ダ
ム
の
如
き
^

克
貨
に
對
す
る
需
要
比
較
的
少
き
所
に
て
は
、
成
可
く 

馬
克
貨
の
賀
出
镩
を
差
控
-
へ
紐
育
に
於
て
之
を
寶
出
す 

V

 
.
し
o

蓋
し
前
節
^

言
.
へ
：る
如
く»

米
間
の
貨
借
は
»
 

逸
に
甚
だ
有
利
な
れ
ば
、
‘紐
育
に
於
け
る
馬
克
貨
の
需 

要
は
獨
逸
の
米
國
に
對
す
る
支
挪
の
'爲
め
弗
貨
を
需
要 

す
：る
1 ;
P

O

O

大
な
れ
ば
な
h

。
且
南
米
及
東
祥
ょ
b 

の
馬
克
货
に
對
す
る
需
要
；1
層
其
度
を
强
く
す
。
又
獨 

逸
銀
行
は
塊
太
利
ょ
り
受
入
れ
た
る
ク
ラ
ウ
ン
貨
を
維 

»

若.
べ
は
伯
林.

.̂

於
て
直
に
賓
出
さ

又
之.

.̂
1
'1, 

て
.馬
克
貨
を
も
責
出
さ
ず
、
却
て
之
を
細
育
に
於
て
燠 

句
®

移
民
の
爲
め
に.
賀
出
し
、
此
等
の
者
の
送
金
を
容

爲
•に
す
るV

J

共
に
典
沛
资
金
を
豐
富
な
ら
し
む
。
‘
即
ち 

獨
逸
銀
行
は
紐
育
に
於
て
ク
ラ
ウ
ン
货
を
資
つ
て
典
货 

を
#

、.
之
を
以
.て«

信
，又

は

無
線
電
信
贫
替

0

ギ
^

ダ 

1
1
又
ば〉

ク
ロ
ー
ネ

货

を
«

入
れ
自
.國

の

泰

外

值

務

決

濟

'

の
用
^

供
す
。
：

|

英
國
は
ー
方
に
は
交
戦
國
(£
し
て
成
る
ベ
く
獨
逸
の 

對
外
決
濟
を
困
難
な
ら
し
め
、
他
方
に
は
商
業
國
ビ
し 

て
紐
育
の.
世
界
金
融
の
^

心
た
る
こ
々J

.  
r

欲
せ
ざ
れ 

|

ば
、
觸
逸
銀
行
の
此
爲
替
取
引
を
阻
止
せ
ん

<5
:
し
努
め 

て
獨
逸
の
勘
定
に
て
ギ
ダ
ダ
ー
貨
及
ク
ロ
ク
ー
ネ
貨
を 

買
入
ふ〜

 

>  

を
妨
げ
、
細
育
に
'於
け
■る
爲
替
銀
行
を 

し
：て
無
線
：電
信
：爲

替

の

•«
出
を
困
雛
な
&

し
め
、
送
金 

は
總
べ
て
電
信
爲
替
に
依
:«
>:
じ
^

ん
ビ
せ
ぅ
。
然
る
時 

は
英
國
ば
通
信
機
關
に
對
す
る
監
督
に
依
り
總
て
の
送 

金
關
係
を
知
了
す
る
乙V

J

を
得
れ
ば
是
に
侬
り
倫
敦
に 

於.
け
る
對
外
支
拂
に
就
て
大
な
名
刺
益
を
得
べ
し
。

若
し
ス
ヵ
ン
チ
チ
グ
ィ
ヤ
米
國
間
及
和
蘭
米
國

11
1
1
の 

國
際
貸
借.
の
み
に
就
て
い
べ
想

何
れ
の
場
合
^
も
其

支
挪
關.
係
は
恐
ら
く
米
國
に
有
刺
な
る
べ.
し
。
殊
に
此 

等
一
1
H
V
し
米
國
と
の
間
の
質
為
は
著
し
く
米
國
の
輸
出 

赵
撾
を
示
せ
り
。
戰
前
一
九
一
四
年
の
上
年
期
六
箇
月 

間
に
於
て
、
和

蘭
.0
米
國
ょ
り
の
輸
入
额
は
其
米
國
へ 

の
輸
出
額
を
超
過
す
る
こ
と
三
千
七
瓦
顧
如
な
&

し 

が
、
酈
淨
後
に
於
.て
は
非
常
に
增
加
し
て
一
九
一
五
年 

上
半
期
に
は
八
千
四
百
商
難
の
輸
入
超
過
を
告
げ
、

一
 

九
1
六
年
の
同
期
忙.
は
莢
國
封
«

の
爲.
め
等.
に
因
6

大 

•
に
減
遇
せ
6.

ビ
雖
も
尙
ほ
三
千
萬
典
を
下
ら
ず
。
s l
ff
i
 

は
大
な
る
海
運
«
な
る
上
に
從
來
米
國
べ
も
相
當
の
投 

資
ぁ
り
、
戰
孤
後
«

逸
ょ
ぅ
多
额
の
米
國

|
1
券
を
買
入 

れ
た
る
を
想
像
し
得
べ
く
、
此
等
船
舶
の
運
賃
及
米
國 

證
芬
の
利
子
等
賀
易
外
の
收
入
に.
依
6

、
或
は
貿
易
上 

の
輸
入
超
過
と
相
殺
し
得
た
る
や
も
知
れ
ず
、
故
に
和 

i i
と
米
國
間
の
資
借
は
今
俄
K

米
國
R-
有
利M

 

と
斷 

る
を
得
ず
と
す
る
も
、
ス
力
ン
f

ナ
グ
ィ
ア
と
米
國
如 

の
關
係
に
至
シ
て
は
、
ス..
力
‘V

チ
ナ
グ
ィ
ヤ
諸
國
が
有 

利

の

地
&:
に

花

り
と
は
想
像
し
得
ら
れ

^ ;.
。

固

よ̂

V

ス‘

力
ン
.チ
ナ
グ
ノ
ャ
諸
國
も
諾
威
の
如
き
は
大
な
る
航
運 

願
な
れ
ば
、
其
船
舶
の
運
賃
が
戰
淨
の
爲
め
騰
貴
し
た 

る
R

因
り
、
之
よ
り
得
る
听
の.
收
入
相
常
額
に
*
す
ベ 

く
ヽ
又
此
等
諸
國
民
の
米
國
に
ま
«
せ
る
者
の
本
國
ベ 

の
送
金
も
あ
り
、.
又

戰

亂

後

獨

逸

或

は

英

國

等

よ

-
^
米 

.

國
黯
券
を
質
入
れ
^

りV
J

も
想
像
し
得
ら
：る
れ
ば
、
此 

等
貿
易
外
の
收
入
大
な
る
は
疑
ふ
ベ
か
ら
ず
。
然
れ
ど 

も
其
米
國
ヒ
の
貿
爲
關
[?
>
を
雛
る
時
は
、
著
し
く
ス
力 

ン
ン
チ
デ
^

ィ
ャ
に
逆
調
を
堅
し
、
此
等
諸
國
の
米
國 

に
對
す
る
輸
出
は
®
前
に
此
し
寧
ろ
減
巡
せ
る
ビ
も
增 

加
せ
る
こ
V
J
a
&
R
s

米
國
よ
り
の
*
入
は
開
戦
後
非 

常
の
增
加.
を
吿
げ
た
り
。.
蓋

し

英

國

の

：
封

鎖

：に
.
因

り

獨
 

逸
贸
易
著
し
く
變
調
を
來
せ
し
か
ば
、
戰
飢
後
此
等
諧 

國
は
從
來
獨
逸
よ
り
或
は
獨
逸
を
介
し
て
輸
入
さ
れ
た 

る
商
品
の
多
く.
を
、
' 
直
接
米
國
に：

求
む
る
に
至
^>

し
が 

.
爲
め：

な
6

。
尙
ほ
鼢
戰
の
當
初
に
於
て
は
米
國
商
品
の 

此
篆
の
國
を
介
し

」

て
獨
逸
：
へ
_

人
さ
れ
た
る
物
も
多
か

b

,き
一

第
十
，

.
1.,
卷"

C

四
〇.1

雜

獨
逸
爲
靜
相
#

低
范
の
.艰
西

第.
三.
號..

'i
.，r
-
^
r
l-
ri
s
v
i
f 

U

1-
Ju'
y
'l
 

h
b
A
t
f
kl



第
十一

海

s
o
 
n
o.

雜

錄

邀

.

還

低

笤

僵

‘ 

蜜

號

八

四

tt
;
、
ク'力
ソ
チ
ナ
ゲ
ィ
ヤ
觀
の
對
米
輸
A

醫

次

の

如

.し

 

舶
の
運
貨
收
入
も
相
當
に
上
るV

し
。
さ
れ
ば
偷
敦
に

.

V

九
，一.
四
^
上

中

期

一

九一

五

伞

上

'
一
 
九 
一
#
部
上
半

 ̂

I
 

r
M
Q

o s
党

、0 ;
〇
0 ,1

五
、gcd

o ::

諸
或
*.

七

〇

〇

1
I

、§

Q

:

1
ー
八
、0
0
〇 

丁
抹
五
、八
0

0

四
四
、〇.
〇
0 

一一3£

、〇
0

〇 

.

*

輸
出
超
過
' 

ニ 

兎
に
角
何
れ
に
し
て
も
說
明
の
:0
的
た
る
ス
力
ン
チ
一 

ナ
、グ
ィ
ヤ
0

米
國
钇
負
ふ
偾
務.
は
、..
米
國
の
ス
ヵ
ン
チ|  

ナ
、グ
ィ
ヤ
に
負
ふ
借
高
杧
比
し
て.
遙
か
に
大
な
る
は
■
 

I  

か
な
り
。
從
つ
て
ス
力
ン
チ
ナ
、ヴ
メ
ヤ
貨
植
細
育
に
於

\

 

て
は
常
然
割
別
の
湘
場
杧
在
ら
ざ
る
べ
か
ち
ず
、
然.
る

\ 

に
常
に
打.
步
の
相
場
を
现
肽
せ
り
。
是
れ
他
な
し
、
涞

I  

國
^

於
け
る
ク
ロ
ィ
ネ
貨.
に
對
す
る
雷
耍
は
、
前

述

せI,  

る
觸
播
卿
®

ょ-
^
し
て.
著
し
く
漱
如
す
べ
き
に
、
H

に
一 

英
國
が
對
ス
力
ン
チ
ナ
グ
-
..
ヤ
支
挪
を
米
國
市
場
V
J
經 

T

行
ふ
に
因
^

益
々
ス
カ
ン
チ
ナ
、ヴ
ィ
ヤ
貨
の
需
要
を 

增
大
す
。
ス
力
ン.
チ
ナ
グ
ィ
，ヤ
の
英
國
に
猶
す
る
質
®

は
戰
前

U

レ冏
樣
戦
^

後
に
於.
て
も
常
に
«^!
超
過
を
ー
ホ 

し
、
瓦
露
國
に
對
す
る
伸
織.
實
易
の
行
は
る
、
の
外
船

於
け
る
ス
カ
ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
爲
#

相
場
は
往
々
¥

に
名 

0 '
相
塬
に.
止
ま
ゎ
て
取
引
行
は
れ.
ず
、
却
て
姐
"#
市
坳 

を
濟
し..
て
狹»

を
な
ず
。
之.
が
爲
#
米
國
の
ス
カ
ン
チ 

ナ
グ
ィ
^

に.
對
す
る
齋
金
を
利
用
す
5 .
乙
マ
し
、
な

る-o 

又

一

方

ょ6
i i
れ
ば
ス
力
ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
の
對
獨
取 

引
ょ
ぅ
し
で
V

ス
力
ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
を
し
て
^
貨
を
得
せ 

し
む
る
 ̂J

ぐ
し
、
も
な
る
。
即
ち
ス
力
ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
の 

银

行
は

獅

逸

べ

.
の*出
品
に
對
し
、
獨
逸
龈
行
又
は
獨 

逸
商
人
宛
馬
克
手
形
を
振
出
す
ベ
く
、
■而
し
て
其
獨
逸 

,R
於
け
る
手
取
金
を
以
て
ス.
力
.ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
の
對
米 

決
濟
に
充
て
ん
ビ
す
名
に
は
、.

此
«
克
字
形
を
ス
カ
ン 

チ
ナ
グ
ィ
ヤ
に
於
て
寶
る

f

も
細
育
に
於
て
喪
る
を 

利
益
ビ
す
。
或
は
獨
迤
銀
行
自
ら
埸
克
貨
又
は
ク
ラ
ゥ 

ン
貨
fc
ff
l

w

k

て
*

出
す
ベ
し
。
又
»

逸
# .
1 :
].

の
取「

り 

先
た
る
ス
カ
ン
チ
ナ
'ヴ
ィ
ヤ
'人
は
輿
偾
權
仏
對
す
る
支 

拂
1

ク
ロ
ー
、ネ
貨
1

り
も
寧
ろ
姐
育
に
て
观
貨
を
以
て 

決
濟
す
べ
き
を
要
求
す
る
を
得
べ
く
、
此
場
合.
に
は
^

歌で マ押* 打，? で

克
ず
形
の
弗
手
取
金
は
、
ス
カ
シ
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
銀
.行
の
勘 

定
を
膨
服
し
其
弗
資
金
を
橄
加
す
るA

な
る
。
莱 

國
に
し
て
も

«

國
に
し
て
も
同
樣
の
方
法
に
依
る
乙
と 

を
得
べ
く
、其
結
艰
は
ス
力
ン
チ
ナ
、グ
ィ
ア
貨
，に
對
す
る 

®

要
を
大
に
す
る
か
、
否
ら
ざ
れ
ば
ス
カ
ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ 

勘
®,

に
於
け
る
卵
資
金
の
供
給.
を

tf
t

大
ず
る
こV」

、
.な 

る
。(

註)

：

/

,

.
0
*
斯
く
の
如
さ
即
摘
爲
戟
取
扪
は
其
行
は
る
ゝ
腕
圆
自
ら
限
度
わ 

り
。
例
へ
ば
一
九
一
六
¥

九
月
十
六
=

の
猢
瑞
典
及
獨
來
爲
鞒
相

揚
に
侬
る
時
は 

;

■
Ks,  

.M
.ks.  

ico
o
o

 

=
1
5
,9

0
0

M
k
s'$

.  

' 

.

1
S

0
0

 

R 

2
0
1
2 
,

K
s:  

^

•
IQ

O
G
O

 

M
u 

2
,3

2

と
な
る
。
故
u
f
役
用
、
手
歌
料
缔
か
ht
算
外
に
'設
合
紐
w
l l
於 

け
る
グ

口-
"-
ネ
貨
0
相
捣
が
#:
與
ク
ロー

ネ
ー1

千
九
莨
十1.1

卵
以 

下
な
る
時
It
、
獨
逸
の
瑞
典
1
1對
す
る
決
濟
は
塑
2:
%
經
て
好
ふ 

か
刺
益
な
y
と
す
。
然
办
ど
も
^
し
斯
く
の
如
告
取
別
益
々
多
く 

な
れ
ば
獨
逸
|-
於
け
る
卯
货
の
相
場
は
上
腿
し
、
反
之
-グ
ロ
ー
ネ 

货
は
低
蒗
す
ベ
く
湓
U
は
間
接
爲
將
の
差
益
か
轵
ぐ
る
能
は
ざ
る

第
す
5

. 

C
H
Q.
5

,雜
、

錄

獨

逸

罄

組

.揚
馨
め
原
闽

に
菜
ろ
べ
し
。

一

九1.

六
年
に
於
て
一
時
提
ぐ
ス
力
ン
チ
ナ
、グ
ィ
ヤ 

貨
及
和
蘭
貨
は
紐
育
に
於
て
平
價
以
上
に
騰
貴
し
爲
替 

相
場
は
金
輸
送
點
を
超
え
た
&

。(

g

尤
も
戰
爭
の
爲 

め
輸
送
に.
從
來
ょ
ぅ
も
多
く
の
0

數
を
费
さ 

>

 

る
ベ
か 

ら
ざ
る
爲
め
輸
送
^

の
利
子
の
«

失
^

ビ
な
り
、
■且
運. 

賃

並
保

險

料

等

暴

騰

せ

し

か

，ば

、
金
輸
送
點
は
戰
前
に 

比
し
箸
し
ぐ
栩
違
を
來
せ
し
は
攀
實
な
る
も
、
ス
カ
ン 

チ
ナ
グ
-
ヤ
«
の
相
場
*

育.
に
：
於
て
ー
ー
八
设
仙
ー
一
，
五

を

唱
 

ふ
る
に
^

て
は
、
輸
送
は
要
す
る
總
ベ
て
の
费
用
を
償 

ひ
て.
尙
ほ
相
當
の
利
益
を
擧
げ
得
ベ
き
は
明
か
な
6

。
 

然
る
に
米
國
は.
、何
故.
に
此
等
諸
園
に
*

し
て
金
輸
送
を 

行
は
ざ
る
や
。
米
國
は.
目
下
過
多
の
余
を
1&
«
し
法
律 

は
金
の
ー
輸
出
-^
禁
せ
ざ
る
^

ヽ

何

故

^
偾
務
者
は
最
も 

低

廉
'«
る
方
法
に
於
て
典
#
務
を
決
濟
す
る
の
途
に
出 

で
ざ
る
や
.。

:
戠
、
級
啻|;
^
け
右
す
拔
爲
替
相
揚

i
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u
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ク
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»

米
國
の
ス
カ
ン
チ
ナ

'ヴ
"
ヤ

及
和
]1
爲
替
相
場
が
斯 

く
金
輸
遂
點
を
M

え
て
騰
貴
す
る
に
も

拘
は
ら
す
、

米 

國
ょ
り
此
等
諸
領
に
金
輸
送
を
な
す
潘
な
き
は
全
く
英 

涵
ド
之
を
妨
ぐ
る
に

職
*

す
る
な
b

。
英
國
は
米
國
の 

M

行
に
對
し
て
ス
カ
ン
チ
ナ
、ヴ
ィ
ヤ
へ

金
を
輸
送
せ
ざ 

る
や
ぅ
通
知
し
、
兹
し
紐
育
銀
行
に
し
て
此
通
知
を
無 

視
し
て
敢
て
金
の
輸
送
を
企
て
ん
ビ
す
る
に
於
て
は
、
 

英
國
の
保
險
會
11
:

は
之
が
保
險
の
.引

受

を
拒
み
ヽ
且
定 

期
船
は
其
運
送
を
肯
ん
せ
ざ
る
ベ
く
、
從
つ
.て
安
全
に 

侖
輸
送
を
な
す
の
途
寒
が
れ
ぁ
る
な
り
。
固
ょ
り
ス
力 

ン
チ
ナ

グ
ィ
ヤ
银
行
所
有
の
金
は
、
ス
カ
ン
チ
ナ
ク
ィ
ヤ 

の
保
險
貨
社
の
保
險
に
附
し
不
定
期
船
^
依
つ
て
輸
送 

す
る

を
得
V
J»

も
、
其
航
海
安
全
な
る
や
保
燈
の
限
h

に
ぁ
ら
*

。.

金
ば
戰
時
禁
制
品3

1

中
に
加
，へ■
ら
‘れ
見
科 

所
有
を
證
明
ず
る
能
は
ざ
«

ば

、
其

安

全

^
目
的
地
に 

到
着
す
る >  >  
ミ
は
殆
ん
ど
稀
^
、

多
く.
は「

嫌
疑
物
件」 

る
U

て
抑
留
せ
ら
も
。.
加
之
^

力.
ソ
チ
ナ
ダ
ィ
ヤ
.の
鍬 

jf

は
斯
：ぐ
危
險
を
胃
し
て
迄
金
を
得
ん
こ
ミ
を
欲
せ

3'
' 

i

る
な
b

o

ス
カ
ン
チ
ナ
'グ
’
ィ
ヤ
.は
金
の
過
剩
に
苦
し
め 

る
：
も
、(

驻)

其
自
國
貨
幣
の
騰
貴
に
就
て
は
格
別
惡
影 

•
響
を
も
蒙
ら
す
、.

却v

外
國
爲
替
相
場
の
騰
貴
に
依
つ 

て
對
外
支
挪
に
利
益
を
得
つ.
、

ぁ

り

。
.
普
舊
の
場
合
に 

於
て
は
貨
幣
相
場
の
騰
貴
は
勢
ひ
其
國
の
輸
出
を
阯
碍 

す
る
の
結
果
を
齎
ら
す
も
、
今
日
の
如
，.き
非
常
時
に
於 

|

て
は
、
物
價
は
槪
ね
獨
占
價
格
^
現
は
し
爲
替
相
場
の 

騰
貴
に
從
つ
て
昂
騰
す
れ
ば
輸
出
の
減
退
を
來
す
こ
と 

一
な
し
。
故
に
ス
カ
ン
チ
チ
グ
ィ
ヤ
爲
替
の
騰
貴
に
®
し 

む
者
は
、
其
債
務
者
な
る
米
國
及
獨
逸
に
し
て
英
國
も 

亦
幾
分
其
影_

を«

む
る
べ
し
。
眷
て
英
國
は
諾
威
に 

信
用
協
定
を
な
し
之
に
對
し
て
手
形
を
振
出
す

，

3  
€

>

 

し
、
以V

.

ス
力

ン

チ
ナ
、グ
ィ
ヤ
爲
替
の
調
節
を
策
し
た

石

註
、
ス
ヵ
ソ
チ
ナ
ゲ
ィ
ヤ
三
随
及
和
湖
の
金
保
濟
高
次
の
如
し

‘
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九.
1
五
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八
ガ
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四
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1

九一

六
年
八
月
十
二
H

金
を
以
て
#
和
せ
る
國
へ
の
金
輸
送
の
困
雛
は
、
當 

然
其
國
に
對
す
る
商
品
の
輸
出
を
僧
加
す
る
の
結
果
を 

來
3
 >

る
ベ
か
ら
す
。
ス
力
ン
チ
ナ
ビ
ィ
ア

に
於
て
は
、
 

物

價

高

ぐ

弗

貨

低

廉

な

れ

ば

、
米
國
が
，金
：を
輸
送
す
る 

ょ
.
^
も

商

品

を

以

て

支

挪

を

な

す

こ

V
J

を
欲
せ
り
。
然 

る
に
聯
合
國
侧
の
干
渉
は
此
に
迄
及
び
、
所

謂「

豸
額

給
與」

^
R

a
tio

n
in

g
.)

の
方
法
を
以
t

中
立
國
賀
易
を 

掣
肘
し
以
て

ス
カ
ン
，

チ
ナ
グ
ィ

ヤ
の
来
國
商
品
の
輸
入 

七
制
限
す
。
此
結
染
各
國
間
の
國
際
貨
§

係
は
變
調

を
虽
し
來
ぅ
、
ス
力

ン
チ
ナ
グ

ィ
ヤ
の
外
國(
獨
逸
を
も 

含
む)

に
提
供
し
た
る
金
叉
は
勸
勞
に
對
し
、
其
等
諸 

國.
は
金
を
以
て
決
濟
す
る
能
は
ず
。
又
今
日
の
場
合
自. 

由
に
«

&
^

輸
出
し.
、
又
は
勸
勢
を
銜
供
す
る>  

x
y

し7P
-  

不
可
能
に
又
ス
力
ン
チ
ナ
、グ
ィ
ヤ
戰
券
の
外
國
人
に
所 

有
せ
ら
る
、
も
の
少
け
；れ
ば
、
之
が
賣
却
に
依
つ
•
て
，も 

決
濟
す
る
能
は
ず
。
而
か
も
ス
カ
ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
は
此 

等
の
取
，引

國

に

對

し

て

、
長
期
公
僙
に

：

應

ず
る

程
富
國 

に
も
あ
ら

ず.
0.
.さ

れ
i f
.

ス
力
'
' ン
■チ
ナ
グ
ィ
ア
u

M
t .
)̂ 

偾
務
は
殆
ん
ざ
決_

の
遨
な
き
の
靖
機
に
し
て
、
塬
克. 

貨
碗
貨
及
^

« :.
の.
ク
ロ
ー
ネ
«

に
*

す

る

枏
«.
低
落
す 

る
は
何
等
怪
し
む
に
足
ら
ず
。
米
國
典
貨
の
低
落
は
嘗
• 

て

I

調

四

分

以

上

に

達

せ
し

こ

ど
あ
り
。

而
し
て
興
低 

落
の
原
因
は
明
か
に
し
て
米
國
紙
幣
の
不
當
增
發
に
ぁ 

ら
ざ
る
§

1

b
o

否
寧
ろ
来
國
紙
幣
の
準
備
の
S
 

富
な
る
は
今
日
を
以
て
第.一

v
j

す

。

實

に

米

國

，の

ス

力 

ン
チ
ナ
グ
ィ
ヤ
に
對
す
る
爲
替
相
場
の
低
落
は
金
本
位. 

の
中
立
國
間
に
於
け
る
普
通
の
爲
替
調
節
が
其
作
用
を

笫
十一

卷.

(

四0
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雜
，

錄
，

獨
铿
爲
择
相
揚
低
蒗
の
原
因
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錄猫逸爲赞相勘

i

の原因

妨
げ
ら
れ
あ
り
、
且
米
國
の
爲
め
に.
ス
カ
‘ジ
チ.
ナ
、グ
ィ 

ヤ
に
於
て
大
な
る

信
用
を
設
定
す
る
が
如
き
非
常
■
前 

法
'?
:

行
ふ
も
適
常
な.
ら
ずV

J

M
ff
i

せ
ら
れ
拕

が
双
め

に

獅
逸
爲
替
の.
場
合
：は
：前
記
米
國
爲
替
と
稍
趣

’を
異.
に

)  

し
，
觸

逸
0

場
合
に
於
て
；は
其
1
.

關
係
は
何
れ
の
國

\

 

に
對
し
て
も
逆
調
を
虽
せ
り
。
其
輸
入
超
§

外
國
に
一 

對
ず
る
勞
務
又
は
金
の
輸
出
或
は
有
傾g

難
の
資
却
及

\

 

外
倩
の
募
集
等
の
手
段
に
依
つ
て
決
濟
す
る
能
は
ず
、

j  

賀
易
興
自
體
の
調
盤
に
待
た
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
、
而

j  

か
も
»
逸
輸
入
品
の
或
物
は
其
價
格
の
如
何
に
拘
は
ら 

ず
輸
入
せ
ざ
る.
ベ
か
ら
ざ
る
秫
類
に
®

し
、
輸
入
の
抑

\

 

t

困
f t
な
る
に
、
他
方
輸
出
成
戰
帮
の
爲
め
國
內
產
薬

I
 

は
此
等
外
國
輸
出
品H

業
を
獺
み
る
の
拽
な
き
爲
め
著 

し
き
減
退
を
來
せ
6

。
さ
办
ば
輸
入
の
制
限
輸
出
の
埘 

加
に
依
る
自
働
的
決
濟
は
、
獨
逸
の
場
合
に
於
て
は
全 

.

く

.

其
作
用
^

停
止
せ
り
と
#
せ
ざ
る
を
得
す

斯
く
今
日
の
爲
替
枏
場
の
■

釔

虽

せ
る
は
"
全
く

璧

號
....

八
八.

廣
義
の
交
通
が
著
し
く
附
窖
せ
ら
れ
た
る
に
甚
因
す
る
、
 

も
の
な
6

と

の

推

定

の

下

に

、
硏
览
の
步
を
進
む
，れ

S

 

大
に
首
肯
す
る
所
少
か
ら
ず
。
然
る
に
此
爲
替
上
の
现 

象

％
究
：め
ず
し
で
、
直

.
に
鈒
珩
紙
幣
め
擀
發
に
在
り
ビ 

な
す.
は

卑

計

の

纖

：を

免

：れ

.
ず

。(

澈)

。

:

_

約
半
年
程
以
前
|-
於
：て
は
獨
逸
錄
替
の
.低
菸
は
、
主
と
し
て
资 

方
の
投
機
!'
-
:网
*
Q

tの
と
'允
さ
れ
^

S
NIO
若
し
辎
逸
爲
替
が
將
浓 

L
L

於
で
漸
次
低
落
す
石
々」

す
れ
ば
、
今
！=
|'
於
て
思
克
の
先
物
^
 

资
る
こ
.
と
は
资
手
か
利
益
す
る
こ
ゝ
な
る

6

元
來
思
兖
の
资
手
IX 

现
物
^
府
す
る
1;
あ
ら
^

し
て
相
#

の
'低
落
^
见
.て
1|5
|
取
ら
ん
と 

す
る
！！
あ
れ
ば
、
成
等
艰
苋
の
赞
手L

i

取V

は
相
#
の
低
落
せ
る 

稷
利
益
と
^

リ
。
以
前L

i

於
て
は
獨
逸
人
の
投
機
^
鸫
リ
I-
资
方 

•

I-
M
リ
'

殊
！

1

剡

育

に

於

て

，
は

聯

合

阈

侧

の

銀

行

代

表

^

相

協

力 

し

て

紺

織

的
U

馬
鬼
の
资
|-
出
で
ゎ
り
ズ
い
ふ
。
然
れ
ど
-

^

^

= 

L
i

於
て
は
、
亂
货
及
塊
贤
の
寶
却
は
共
.ド

掷

微

帝

_

銀

行

か

中

心 

,

と
す
る

调
塊
の
銀
狞
組
合
レ
侬
つ
て
調
節
せ
ら
れ
つ 
>

あ
れ
ば
空 

资
ば
齋
だ
危
險
と
な
れ
リ
、
而
し
て
典
他
の
取
情
じ
就
弋
は
朮
璐 

I-
間
え
'ざ
ろ
も
一
般
獨
逸
人
の
外
锁
货
の
贽
贸
は
全
部
前
記
銀
行 

紕

合

か

通

：し

て

行

(1
れ
つ
、
ぁ
''
7
0な
リ
。
さ
れ
ば
今
H
,
i
i
於
て
は 

贸
占
か
ら
る
、
の
處
あ
れ
は
獨
逸
錄
规
"
の
空
资
は
危
險
^
リ
ミ
淵 

は
.ざ
.る
べ
か
ら
^
。

利

子

論

上(:
.
於

け

る

貨

幣

高城仙次郧

利
子
步
合
はI

淀
の
時
並
に
場
所
に
於
て
は
資
金 

(

貨
幣
並
に
幕
の
栗
求
權)

の
黹
用
と
，鑛

ビ

の

1

致

j  

す
る
®

に
於
^

定
ま
る.7

^

の
な
る
を
以
て
、
« '
¥■
貨

幣

|  

の
數
贽
に
しv

增
加
せ
ば
、
資
金
の
供
給
に
變
化
な
き

\ 

限

り

、
，
利
子
步
合
は
低
：落

し

、
*

し
又
流
通
貨
幣
の
數
一 

*

減
少
せ
ば
、
別
子
步
合
が
騰
貴
す
：る.
の
傾
向
を
有
す

\

 

可
き
は
自
明
の
理
な
る
に
も
枸
は
ら
ず
、
貨
幣
の
數
量|  

と
利
子
步
合
と
の
間
に
於
け
る
此
關
係
に
就
き
て
は
•
未

\ 

だ
經
濟
學
*

間

に

於

て-—
*
定

せ

る

學

說

ビ

し

で

请

做

す
 

可
^

も
の
な
き
は
予
の
常
に
'經
濟
學
の
權
威
の
爲
め
に 

遺
«

V」

せ
し
所
: *
々
と
す
。
是
れ
本
篇
に
於
て
四
，五
代 

表
學
潢
の
說
を
批
評
せ
る
後
货
幣
對
利
子
の
關
係
に
就 

き
て
卿
か
卑
說
を
開
陬
せ
ん
ビ
欲
す
る
所
以
な
ぅ
。

.此_

^
^

に
關
し
，て
歐
米
學
考
の

述

べ

お

る

說

は

三

_
 

に
之
を
大
別
す
る
乙
ヾ

」

を
得
る
が
如
し
。

一
は
利
子
步 

合
は
貨
幣
の
數
量
に
依
b

て
犮
右
せ
ら
るA

も
の
に
非. 

ら
ず
ビ
な
す
も
の
に
じ
て
、
此
學
說
を
ば
本
論
に
於
て 

『

非
貨
幣
說』

と
名
け
ん
？
欲
す
。
第
一一

は
利
子
步
分 

に
及
：ば
す
貨
幣
の
影
響
を
認
む
る
も
の
に
し
て
、
以
下 

本
論
に
於
て
之
を『

貨
幣
說
1
と

獬

す

可

し

。
第

三

は

货 

幣
の
數
量
は
決
し
て
利.
子
*

合
.を
定
む
る
根
本
的
原
因 

R

非
^ ;
る
も
，

一
時
的
に
又
は
或
も
特
爾
の
場
合
に
於 

て
利
^

步
合_

貨

幣

の

，
數
«

に
^

り
て
一
，
大
影
#

を
蒙 

る
こV

J

あ
b 

一i

論
^

る
も
の
に
し
て
、
本
輸
に
於
て
は 

之
を『

折
衷
說』

と
し
て
取
扱
は.
ん
^

欲
す
。

第

i

節
非
貨
幣
說 

個
人
間
に
資
借
せ
ら
る
、
も
の
は
貨
幣
、
土
地
、
家 

屋
、
衣
服
、
什
器
、.
船
舶
？
取
輛
等
其
數
多
け
れ
ざ
、. 

m

R

貨

幣

の

み

に

就

き

て
’之
を
論
ず
れ
ば
、.

貨
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